
2018/12/7

1

⾃然災害
と

地理空間情報

村上広史

前国土地理院長
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本⽇の話題

1. 「事前準備フェーズ」における地
理空間情報活用

2. 「応急対応フェーズ」における地
理空間情報活用
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１．「事前準備フェーズ」におけ
る地理空間情報活⽤
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ハリケーンスケール

https://en.wikipedia.org/wiki/Typhoons_in_the_Philippines#/media/File:Tropical_cyclones_1945_2006_wikicolor.png 5

世界の地震（1900-2013
年）

2004年 スマトラ島沖地震, Mw9.0

2011年 東北地方太平洋沖地震, Mw9.0

1957年 アリューシャン地震, Mw9.1

1964 年 アラスカ地震, Mw9.2

2010 年 チリ地震, Mw8.8

1960 年 チリ地震, Mw9.5

1952年 カムチャツカ地震Mw9.0

• 日本は、環太平洋火山帯（Ring of Fire）に位置している。

https://twitter.com/usgs/status/834095848963395584 6
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http://www.gsi.go.jp/common/000151438.wmv 9

水平変動場

https://agupubs.onlinelibrary.wiley.com/doi/pdf/10.1002/2016JB013098 10

世界リスク指標World Risk Index
2012‐2016年の平均値

リスク指標＝脅威が生じる可能性 X 社会の脆弱性
海面上昇、洪水、地震、
干ばつ、熱帯低気圧

脅威の受け易さ＋耐性の欠如＋
適応性の欠如

WorldRiskReport Analysis and prospects 2017 (UNU) 11

世界リスク指標World Risk Index
世界リスク指標 脅威の可能性 社会の脆弱性171か国中順位 国名

WorldRiskReport Analysis and prospects 2017 (UNU) 12
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Global Assessment Report on 
Disaster Risk Reduction (UNISDR)

https://risk.preventionweb.net/capraviewer/main.jsp?countrycode=g15 13

⾃然の脅威へのさらされ易さ
地震、暴風雨、洪水、干ばつ、海面上昇の影響を受ける人口

WorldRiskReport Analysis and prospects 2017 (UNU) 14

⽇本の特性

日本のように自然の脅威が極めて大
きな場合、最善の防災施策をもってし
ても、災害を完全に回避することはで
きない。

WorldRiskReport Analysis and prospects 2017 (UNU) 15

素朴な疑問
1. 日本人の先祖がこれらの事実を知っていたら、日

本という「場所」を定住地に選んだか？

2. 日本という「場所」に高度な文明を築くのは賢明な
ことなのか？

3. 日本という「場所」に住み続けるのであれば、地球
上で非常に高い自然災害リスクのある場所に住む
という覚悟が必要ではないか？
• 自然災害リスクをよく知っておく必要がある
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倉敷市真備町周辺の浸⽔推定段彩図（平成30年7⽉豪⾬）

500m

http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H30.taihuu7gou.html 17

倉敷市真備町の想定浸⽔深

0〜0.5ｍ未満
0.5〜1.0ｍ未満
1.0〜2.0ｍ未満
2.0〜5.0ｍ未満
5.0ｍ以上

消防署

病院

国土交通省国土政策局「国土数値情報（浸水想定区域データ）」（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）をもとに編集・加工

浸水想定区域指定：平成22年3月24日 まび記念病院開院：平成22年11月

まび記念病院

18
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浸⽔想定区域内の消防署の想定浸⽔深（岡⼭県）
0〜0.5ｍ未満
0.5〜1.0ｍ未満
1.0〜2.0ｍ未満
2.0〜5.0ｍ未満
5.0ｍ以上

国土交通省国土政策局「国土数値情報（浸水想定区域データ・消防署データ2012年）」（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）をもとに編集・加工
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浸⽔想定区域内の病院の想定浸⽔深（岡⼭県）
0〜0.5ｍ未満
0.5〜1.0ｍ未満
1.0〜2.0ｍ未満
2.0〜5.0ｍ未満
5.0ｍ以上

国土交通省国土政策局「国土数値情報（浸水想定区域データ・医療機関データ2010年）」（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）をもとに編集・加工
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⼈⼝（500mx500m）（岡⼭県）
国土交通省国土政策局「国土数値情報（人口データ2010年）」（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）をもとに編集・加工

500m四方内の人口
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浸⽔想定区域内の消防署の想定浸⽔深（東京東部）

0〜0.5ｍ未満
0.5〜1.0ｍ未満
1.0〜2.0ｍ未満
2.0〜5.0ｍ未満
5.0ｍ以上

国土交通省国土政策局「国土数値情報（浸水想定区域データ・消防署データ2012年）」（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）をもとに編集・加工
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浸⽔想定区域内の病院の想定浸⽔深（東京東部）

0〜0.5ｍ未満
0.5〜1.0ｍ未満
1.0〜2.0ｍ未満
2.0〜5.0ｍ未満
5.0ｍ以上

国土交通省国土政策局「国土数値情報（浸水想定区域データ・医療機関データ2014年）」（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）をもとに編集・加工
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⼈⼝（500mx500m）（東京東部）
国土交通省国土政策局「国土数値情報（人口データ2010年・浸水想定区域データ）」（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）をもとに編集・加工

想定浸水区域

500m四方内の人口

24
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仙台防災枠組
2015‐2030

https://www.unisdr.org/we/coordinate/sendai‐framework 25

仙台防災枠組2015‐2030（仮訳）

優先行動１：災害リスクの理解

国家レベル及び地方レベル

24. この達成のために重要な行動は以下のとおりである：（中略）

(c) リスクマップを含む位置情報ごとの災害リスク情報を、作成し、定期的

に更新し、そして政策決定者、一般市民、災害リスクに直面している地域

コミュニティに対し、利用できる場合には、地理空間情報技術を使用して、

適切な形式で、適宜、普及する；（中略）

(f) 信頼性のあるデータにリアルタイムでアクセスできるようにするとともに、

地理情報システム（GIS）などの空間・現状に関する情報を活用し、また、情

報通信技術の技術革新を利用することで、データの評価測定ツール、収

集、解析、提供を向上させる；

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000081166.pdf 26

仙台防災枠組2015‐2030（仮訳）
優先行動１：災害リスクの理解

グローバルレベル及び地域レベル

25. この達成のために重要な行動は以下のとおりである： （中略）

(c) 技術移転を含め国際協力により、機密性の無いデータ、情報、また適

宜、情報通信、地理空間技術、宇宙技術及びその他関連サービスへのア
クセスと共有、活用を促進・強化する。（中略）

(g) ISDR 科学技術助言グループの支援を受けて、あらゆるレベルであらゆ

る地域において、既存のネットワーク及び科学的調査機関と連携すること
により、以下の目的のために災害リスク削減に関する科学技術的作業と
その動員を強化する：（中略）

‐地理空間情報技術の有効活用によるリスク情報の普及

https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000081166.pdf 27

https://disaportal.gsi.go.jp/

28
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https://disaportal.gsi.go.jp/ 29

倉敷市真備ハザードマップ

http://www.city.kurashiki.okayama.jp/secure/100849/06mabihunao.pdf 30
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中教審答申資料（⾼校・地理総合）

2022年度から

http://www.mext.go.jp/component/b_me
nu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/20
17/01/10/1380902_3_1.pdf 31

⾼等学校学習指導要領（地理総合抜粋）
持続可能な地域づくりと私たち

自然環境と防災

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 我が国をはじめ世界で見られる自然災害や生徒の生活圏で見

られる自然災害を基に，地域の自然環境の特色と自然災害へ

の備えや対応との関わりとともに，自然 災害の規模や頻度，地

域性を踏まえた備えや対応の重要性などについて理解すること。

(ｲ) 様々な自然災害に対応したハザードマップや新旧地形図をはじ

めとする各種の地理情報について，その情報を収集し，読み取

り，まとめる地理的技能を身に付け ること。

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/07/11/1384661_6_1_2.pdf 32

２．「応急対応フェーズ」における
地理空間情報活⽤

33

地理空間情報の役割（１）

1. 被害の全体像やインパクトの程度を迅速に分かり
やすく定量的に明らかにする
• 被害の範囲や被災個所数の把握

• 流出土砂量や地形変動量の計測, etc.

• 先進計測技術の導入が多分野で加速

34

平成30年7⽉豪⾬に伴う崩壊地等分布図（広島） http://www.gsi.go.jp/common/000203233.pdf

35

・地震時に南阿蘇村の電⼦基準点
「⻑陽」が南⻄に97cm移動

・地殻変動情報から、断層モデル
を推定

・４⽉１８⽇に公表、政府地震調
査委員会に提供。

電⼦基準点「⻑陽」
南⻄に97cm移動

電⼦基準点「熊本」
東北東に75cm移動

電⼦基準点による地殻変動観測

ちょうよう

電子基準点

http://maps.gsi.go.jp/#12/32.792325/130.830860/&base=std&ls=std%7C20160414kumamoto_relief_d%2C0.7&blend=1
&disp=11&lcd=20160414kumamoto_relief_d&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0f0&d=vl 36
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布⽥川断層帯・⽇奈久断層帯周辺標⾼差分段彩図

http://maps.gsi.go.jp/#12/32.792325/130.830860/&base=std&ls=std
%7C20160414kumamoto_relief_d%2C0.7&blend=1&disp=11&lcd=201
60414kumamoto_relief_d&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0f0&d=vl 37

地理空間情報の役割（２）

2. 異分野・異部署間や現場・本部間等の情報共有を
図る
• 応急対応の現状と全体像を把握し、対応の優先順位を関

係部署間で共有

• 各部署が担当情報を共通基盤に提供するのが理想だが、
現状は第三の部局が統合作業を実施

38

http://www.mlit.go.jp/common/000208803.pdf

東日本大震災の記録－国土交通省の災害対応－（国土交通省平成24年3月11日） 39

まとめ
• 自然災害リスクが地球上でも大きな場所に位置す

る日本において、地理空間情報の活用と地理教育
により、自然災害リスクに対する理解を深化させる
ことが重要

• 地理空間情報技術の活用による災害時の被災状
況把握の迅速化と、関係部署間の協調・協働によ
る情報共有の高度化に期待

40

ご清聴ありがとう
ございました
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